
令和７年度第３回学長選考・監察会議会議録 

 

日 時 令和７年１２月５日（金）１３時００分～１４時２０分 

場 所 滋賀大学本部管理棟中会議室 

出席者 上本委員（議長）、井手委員、木本委員、小出委員、 

久保委員、能登委員、市川委員、深谷委員 

陪席者 近藤監事、中野学長選考運営委員会委員長、小川総務課長、山岸総務課副課長、 

國安総務課副課長、上田総務課職員、藤井総務課職員 

 

会議録確認 

前回会議録については既に確認が行われ、異議なく承認された。 

続いて、総務課職員による定足数に関する報告及び配付資料の確認があった。 

また、議長から、学長候補者の選考に入る前に、あらためて学長の任期について確認して

おきたいとの発言があり、国立大学法人滋賀大学学長選考規程第３条第２項及び附則（平成

31年４月１日から施行）に基づき、竹村現学長に関しては、任期は令和４年４月１日から令

和８年３月３１日までの４年間であり、再任が可能で、再任された場合の任期は令和８年４

月１日から令和１４年３月３１日までの６年間であることが確認された。 

 

議題 

１．意向聴取結果の確認について 

議長から、標記のことについて、意向聴取結果の説明が依頼され、中野学長選考運営委員会委

員長から机上配付資料「滋賀大学学長選考意向聴取記録」に基づき説明があった。 

なお、今回初めてオンライン投票を実施したが、特に大きな問題もなく実施できたことについ

ても報告があった。 

 

  ２．学長候補者全員を対象とするヒアリング 

議長から、標記のことについて、竹村学長候補者に対してヒアリングを実施する旨の説明があ

り、竹村学長候補者が入室された。 

その後、竹村学長候補者から所信表明書に基づく説明があり、引き続き、質疑応答が行われた。 

 

  ３．最終候補者の選考について 

議長から、標記のことについて、竹村学長候補者を最終候補者として決定することについて提

案があり、意見交換が行われ、全会一致により承認された。 

その後、別室にて議長が竹村学長候補者に対して就任交渉を行い承諾されたことを受け、最終

候補者として文部科学大臣に上申手続きを行うこととなった。 

 

  ４．最終候補者の公表について 

議長から、標記のことについて、学長選考規程第１１条第２項により、机上配付資料２「国立

大学法人滋賀大学の次期学長候補者の選考結果及び過程並びに選考理由等について」のとおり、

学内及び学外に向けて公表することについて提案があり、審議の結果、承認され、学内外に公表

することとなった。 

 

  ５．報道機関への広報について 

議長から、標記のことについて、机上配付資料３「滋賀大学学長選考結果について」のとおり、

報道機関に情報提供することについて提案があり、承認された。 

 

  ６．学長の業務執行状況の確認について 

議長から、標記のことについて、事務に説明が依頼され、総務課職員から、資料４―１、

４－２に基づき、「学長の業務執行状況の確認に関する基準」により、毎年度１回、原則とし



て３月に確認を行うこととしており、確認方法としては「書面審査やヒアリングを通じて、学

長が業務を適切に執行しているかどうかの確認を行う」こととなっていること等の説明があっ

た。 

これを受けて意見交換が行われ、委員から、学長ヒアリングに当たっては任期最終年度であ

ることを踏まえ、今年度だけでなく任期４年間の総括として実施することが望ましいとの発言

があり、竹村学長への依頼にあたっては、その旨を伝えることとなった。 

 

  ７．その他 

学長選考結果の諸会議への報告について、１月２７日（火）の経営協議会では上本議長

から、１２月１６日（火）の教育研究評議会では、久保委員から報告することになった。 

次回の会議開催は、令和８年３月１８日（水）１２時３０分から開催することとし、学

長へのヒアリングを実施することが確認された。 

 

 

〔配付資料〕 

当日配付資料 滋賀大学学長選考意向聴取記録 

資料１－１  学長選考基準 

資料１－２  推薦書、略歴及び業績等、所信表明書 

資料１－３  公報資料 

資料２   国立大学法人滋賀大学の次期学長候補者の選考結果及び過程 

並びに選考理由等について 

資料３   滋賀大学学長選考結果について（Press Release） 

資料４－１  学長の業務執行状況の確認に関する基準 

資料４－２  令和６年度に係る学長の業務執行状況の確認結果について 

 


